
今
定
期
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
会
場
に
入
る
に

当
た
り
、
検
温
と
抗
原
検
査
を

行
う
等
、
充
分
な
感
染
防
止
対

策
を
取
り
な
が
ら
の
開
会
と
な

り
、
冒
頭
、
開
会
に
当
た
り
玉

田
書
記
長
が
緊
急
特
例
措
置
規

程
を
前
倒
適
用
す
る
事
を
提
案

し
、
そ
の
承
認
を
得
て
の
開
催

と
な
っ
た
。

開
催
に
あ
た
り
司
会
の
竹
内

副
委
員
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
り
各

単
組
、
各
地
区
に
対
し
、
参
加

し
て
頂
い
た
事
に
謝
意
を
述
べ

た
後
、
議
長
団
を
選
出
し
た
。

資
格
審
査
報
告
で
は
、
代
議
員

総
数
百
二
十
三
名
の
内
リ
モ
ー

ト
参
加
者
百
二
名
、
会
場
参
加

者
二
十
一
名
に
よ
り
大
会
の
成

立
を
確
認
し
、
会
場
に
は
、
中

央
執
行
委
員
、
大
会
役
員
を
含

め
総
数
五
十
三
名
が
出
席
し
て

い
る
事
を
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
柏
木
中
央
執
行
委

員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ

東
京
事
務
所
、
港
運
同
盟
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
植
草
名
誉
顧
問
か
ら
の
メ
ッ

ツ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
玉
田
書
記
長
が
第

一
号
、
第
二
号
議
案
お
よ
び
二

一
年
秋
年
末
闘
争
方
針
案
の
提

案
を
行
い
、提
案
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
リ
モ
ー
ト
参
加
者
十
一

名
の
代
議
員
よ
り
十
八
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、そ
の
答
弁
を
織
り
交
ぜ
、

議
案
の
提
案
を
行
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
予
め
事
前

に
提
出
さ
れ
た
意
見
の
ほ
か
、

会
議
場
か
ら
五
名
、
リ
モ
ー
ト

参
加
者
か
ら
五
名
の
発
言
が
あ

り
、
基
本
的
に
原
案
を
支
持
・

補
強
す
る
立
場
か
ら
、
産
別
最

低
賃
金
を
巡
る
問
題
を
中
心
に

秋
田
港
問
題
、
石
炭
荷
役
、
港

運
同
盟
と
の
関
係
、
年
金
制
度

の
改
定
、
横
須
賀
港
、
認
可
料

金
、
港
湾
倉
庫
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
た
。

そ
の
後
、
柏
木
中
央
執
行
委

員
長
の
総
括
答
弁
を
受
け
、
第

一
号
議
案
、
第
二
号
議
案
の
採

択
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
採
択

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
三
号
、

第
四
号
、第
五
号
議
案
の
提
案
、

採
択
に
移
り
満
場
一
致
採
択
さ

れ
た
。

な
お
、
二
一
秋
年
末
に
お
け

る
中
央
行
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
状
況
も
見
な
が
ら
、
可
能

な
行
動
を
取
り
組
む
事
と
し
、

具
体
的
に
は
中
央
執
行
委
員
会

で
判
断
す
る
。
行
動
日
程
と
し

て
は
、
二
十
一
年
十
一
月
十
七

日（
水
）か
ら
十
八
日（
木
）に
設

定
し
、
常
任
中
央
執
行
委
員
が

分
担
し
、
行
政
交
渉
や
政
党
要

請
を
取
り
組
む
。
地
区
統
一
行

動
は
、
二
十
一
年
十
月
二
十
五

日
（
月
）
か
ら
十
一
月
十
二
日

（
金
）
を
統
一
行
動
ゾ
ー
ン
と

し
て
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
二
春
闘
方
針
と
産

別
春
闘
要
求
は
、
二
一
秋
年
末

闘
争
を
積
極
的
に
た
た
か
い
、

そ
の
到
達
点
に
立
っ
て
春
闘
の

た
た
か
い
方
を
整
理
し
、
来
年

の
二
月
八
日
（
火
）
か
ら
九
日

（
水
）
に
開
催
予
定
の
第
一
四

回
中
央
委
員
会
で
決
定
す
る
。

カ
ン
パ
金
に
つ
い
て
は
、
二
二

春
闘
に
限
っ
て
三
〇
〇
円
と
す

る
。
第
一
回
中
央
港
湾
団
交
と

要
求
書
提
出
は
、
二
十
二
年
二

月
十
六
日
（
水
）
を
念
頭
に
準

備
す
る
。

二
一
年
度
の
中
央
執
行
委
員

の
選
出
で
は
、「
市
川
氏
」「
多

田
氏
」
「
石
井
氏
」
の
三
名
が

退
任
さ
れ
、
新
た
に
髙
島
書
記

次
長
、
中
土
居
中
央
執
行
委
員

と
石
橋
会
計
監
査
委
員
の
就
任

が
承
認
さ
れ
、
大
会
宣
言
を
満

場
一
致
採
択
し
た
。

大
会
は
、
瀬
戸
副
委
員
長
の

閉
会
挨
拶
を
受
け
、
最
後
に
柏

木
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
三
唱
で
締
め
く
く
っ
た
。

全
国
港
湾
第
一
四
回
定
期
大
会
は
、
九
月
十
五
日
（
水
）
か
ら
十
六
日
（
木
）
に
か
け
て
、
豊
橋
市
「
ホ
テ
ル

シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
」
に
於
い
て
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
形
式
で
、
議
長
に
坂
口
代
議
員
（
日
港
労
連
）
、
瀬
川
代
議
員
（
全
倉

運
）
を
選
出
し
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
、
「
第
一
号
議
案
」
二
〇
年
度
の
主
な
取
り
組
み
経
過
（
案
）
、
「
第
二
号
議
案
」
二
一
年

度
運
動
方
針
（
案
）
、
「
第
三
号
議
案
」
産
別
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
（
案
）
、
「
第
四
号
議
案
」
規
約
一
部
改
正
、
緊
急
特
例
措

置
規
程
（
案
）
、
専
従
役
員
規
程
の
改
正
、
個
人
情
報
適
正
管
理
規
定
（
案
）
、
「
第
五
号
議
案
」
二
〇
年
度
決
算
報
告
（
案
）
及

び
二
一
年
度
予
算
（
案
）
及
び
二
一
年
度
中
央
執
行
委
員
の
選
出
と
大
会
宣
言
の
審
議
を
行
い
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

現
在
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
は
昨

年
の
一
三
回
定
期
大
会
が
行
わ

れ
た
時
よ
り
も
コ
ロ
ナ
変
異
株

の
拡
散
に
よ
り
感
染
者
が
大
き

く
増
加
し
て
お
り
愛
知
県
で
も

緊
急
事
態
宣
言
延
長
が
発
出
さ

れ
て
い
る
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
が
感
染
予
防
対
策
等
を
十

分
に
考
慮
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
す
が
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
が
職
域
接
種
が
行
わ
れ
た

港
は
神
戸
港
や
名
古
屋
港
で
そ

の
他
の
港
で
は
中
年
・
若
年
層

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況

は
ま
だ
ま
だ
進
ん

で
い
な
い
の
が
実

態
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
も

全
国
の
職
場
で
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず

現
場
で
の
作
業
に
従
事
し
て
い

る
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
執
行
部
は
昨
年
の
一

三
回
定
期
大
会
で
採
択
さ
れ
た

運
動
方
針
な
ら
び
に
二
〇
二
一

年
二
月
九
日
に
開
催
し
た
第
一

三
回
中
央
委
員
会
で
採
択
さ
れ

た
春
闘
方
針
に
基
づ
き
私
た
ち

執
行
部
は
港
運
同
盟
と
共
に
関

係
行
政
を
は
じ
め
日
本
貿
易
協

会
、
外
船
協
や
政
党
へ
の
申
し

入
れ
を
二
〇
秋
闘
、
二
一
春
闘

で
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
人
数
に

制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
常
任
中

執
を
中
心
に
行
政
行
動
・
ユ
ー

ザ
ー
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
中
央
行
動
で
は
非
効
率
な

火
力
発
電
所
の
休
廃
止
問
題
を

各
政
党
に
雇
用
に
か
か
わ
る
重

要
課
題
と
し
て
訴
え
た
。
毎
年

秋
と
春
に
行
っ
て
い
る
こ
の
行

動
で
の
成
果
と
し
て
第
二
〇
四

回
国
会
の
国
土
交
通
委
員
会
で

立
憲
民
主
党
の
山
本
わ
か
子
衆

議
院
議
員
が
石
炭
火
力
の
休
廃

止
問
題
と
城
井
崇
衆
議
院
議
員

が
港
湾
政
策
や
港
湾
労
働
政
策

を
質
問
し
、
赤
羽
国
交
大
臣
よ

り
我
々
に
と
っ
て
有
意
義
な
答

弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

世
間
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

に
関
わ
ら
ず
二
〇
二
〇
東
京
オ

リ
パ
ラ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
で
も
な
い
で
し

ょ
う
が
感
染
者
が
非
常
に
多
く

増
え
、
そ
の
結
果
、
菅
首
相
は
、

次
の
総
裁
選
に
不
出
馬
と
い
う

か
た
ち
で
、
国
会
の
方
で
は
、

自
民
党
内
で
次
の
総
裁
選
び
に

躍
起
に
な
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
経
済
界
で
は
、
持
続
可
能

な
社
会
に
向
け
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
持
続
可
能
な
世
界
の
実
現
の

た
め
に
、
企
業
の
長
期
的
成
長

に
重
要
な
観
点
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
い

う
大
変
立
派
な
考
え
で
す
が
、

経
済
界
と
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ

ら
も
金
儲
け
の
手
段
と
い
う
こ

と
で
す
。

我
々
の
方
も
、
名
古
屋
港
の

Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操
作
化
に
つ
い
て

の
Ｗ
Ｇ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
組

合
の
考
え
方
は
確
認
書
に
基
づ

い
た
雇
用
を
確
保
す
る
事
で

す
。
ま
た
、
横
須
賀
フ
ェ
リ
ー

問
題
は
、
横
須
賀
市
が
誘
致
し

た
フ
ェ
リ
ー
船
社
の
影
響
に
よ

り
既
存
の
港
運
事
業
者
が
既
存

の
ふ
頭
で
車
輛
船
の
荷
役
が
不

可
能
と
な
り
雇
用
問
題
が
発
生

し
ま
し
た
。
組
合
は
二
〇
二
一

年
五
月
二
十
日
付
で
日
港
協
に

対
し
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
行
動

の
自
由
の
留
保
を
通
告
し
ま
し

た
。
横
須
賀
市
・
国
交
省
港
湾

局
に
は
フ
ェ
リ
ー
就
航
に
係
る

雇
用
問
題
に
関
す
る
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
行
動
に

よ
り
国
交
省
が
仲
介
に
入
り
車

輛
船
と
フ
ェ
リ
ー
と
の
共
存
に

向
け
協
議
が
進
行
中
で
あ
り
ま

す
。
二
十
一
春
闘
は
四
月
二
十

二
日
に
妥
結
し
ま
し
た
が
、
協

定
さ
れ
た
各
項
目
を
具
現
化
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
今
後
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

・
専
門
委
員
会
・
小
委
員
会
で

の
協
議
の
促
進
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
気
に
な
る
事
案

と
し
て
は
秋
田
港
に
お
い
て
能

代
運
輸
が
公
取
委
に
自
由
な
営

業
活
動
を
阻
害
し
て
い
る
と
訴

え
て
い
る
問
題
に
は
全
国
港
湾

は
断
固
と
し
た
姿
勢
で
取
り
組

み
ま
す
。

二
〇
一
五
年
か
ら
日
港
協
が

協
議
を
拒
否
し
て
い
る
産
別
制

度
賃
金
に
つ
い
て
都
労
委
に
団

交
拒
否
の
不
当
労
働
行
為
と
し

て
救
済
を
求
め
て
い
た
が
八
月

十
八
日
都
労
委
よ
り
命
令
書
が

日
港
協
に
対
し
て
出
さ
れ
ま
し

た
。
産
別
最
低
賃
金
に
関
す
る

団
体
交
渉
に
つ
い
て
私
的
独
占

の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保

に
関
す
る
法
律
に
抵
触
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
の
理
由
で
回
答
を

拒
否
し
て
は
な
ら
ず
誠
実
に
応

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い

う
内
容
で
我
々
の
主
張
が
全
面

的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
結
果
で

し
た
。
し
か
し
、
命
令
が
出
た

数
日
後
に
日
港
協
は
中
労
委
に

再
審
査
請
求
を
行
っ
た
。

今
日
、
明
日
と
、
大
変
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
け
れ

ど
、
代
議
員
各
位
の
積
極
的
な

ご
意
見
を
頂
き
、
一
年
の
運
動

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
魅
力

あ
る
港
湾
労
働
を
目
指
し
、
全

国
港
湾
が
更
に
力
強
く
前
進
で

き
る
運
動
方
針
を
確
立
し
て
頂

き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま

し
て
、
執
行
部
を
代
表
し
て
の

開
会
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土
地
利
用
規

制
法
に
よ
っ

て
、
基
地
周
辺

な
ど
の
土
地
利

用
が
規
制
さ
れ

て
い
る
。
米
軍

・
自
衛
隊
の
基

地
周
辺
や
国
境
離
島
、
原
発
周

辺
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る

土
地
利
用
者
の
個
人
情
報
の
収

集
や
、
利
用
中
止
の
勧
告
、
土

地
の
買
い
取
り
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
。
前
国
会
の
閉
会
間
際

に
与
党
が
短
時
間
で
成
立
さ
せ

た
▼
自
民
党
は
基
地
周
辺
の
土

地
が
外
国
資
本
に
買
い
占
め
ら

れ
る
と
安
全
保
障
上
の
問
題
が

あ
る
と
し
て
き
た
。
現
行
法
で

対
応
で
き
な
い
問
題
が
生
じ
て

い
る
の
か
と
い
う『
立
法
事
実
』

の
有
無
が
問
わ
れ
た
が
、
政
府

は
『
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
』

と
言
う
だ
け
で
具
体
的
に
示
せ

な
か
っ
た
▼
こ
の
法
律
で
問
題

と
な
る
こ
と
は
、
政
府
の
主
導

で
周
辺
地
域
住
民
の
思
想
や
行

動
に
関
す
る
調
査
が
堂
々
と
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
調
べ
た
結

果
、『
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
』

が
あ
れ
ば
土
地
利
用
の
中
止
を

勧
告
で
き
る
。
だ
が
、
ど
う
い

う
行
為
が
該
当
す
る
の
か
極
め

て
曖
昧
で
あ
り
従
わ
な
け
れ
ば

刑
罰
が
科
さ
れ
る
。
基
地
や
原

発
に
反
対
す
る
住
民
運
動
へ
の

萎
縮
効
果
が
懸
念
さ
れ
る
▼
現

在
、
時
の
政
府
に
も
の
を
言
う

と
、
い
つ
の
間
に
か
調
べ
ら
れ

る
社
会
に
し
て
い
い
の
か
と
い

う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
来

年
度
中
に
は
施
行
予
定
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
具
体
化
作
業

は
今
後
本
格
化
し
て
く
る
。
辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
運
動

に
も
影
響
が
出
か
ね
な
い
こ
と

か
ら
、
注
視
が
必
要
だ
。

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾ににににににににににににににににににににににににににににににににに結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししししししししししししししししししし雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ととととととととととととととととととととととととととととととととと業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾ににににににににににににににににににににににににににににににににに結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししししししししししししししししししし雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ととととととととととととととととととととととととととととととととと業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp

NATIONAL FEDERATION OF DOCKWORKERS UNIONS OF JAPAN
（ZENKOKU‐KOWAN）

全国港湾第１４回定期大会全国港湾第１４回定期大会

柏
木
委
員
長
挨
拶（
要
旨
）

柏
木
委
員
長
挨
拶（
要
旨
）

２０２１年９月１５日 第３４２号
（毎月1回15日発行・平成7年8月18日第三種郵便物認可）

全 国 港 湾 労 働 組 合 連 合 会
〒144-0052 東京都大田区蒲田5‐10‐2

日港福会館1F
電 話：03―3733―2561
ＦＡＸ：03―3733―2627

発行人：玉田雅也
定価：30円（組合費に含む）

〈発 行 所〉


